
1
0
0
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
次
の
皆
さ
ん
が
、
1
0
0
歳
を
迎
え
ら
れ

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
元
気
に
お
過
ご
し
く

だ
さ
い
。

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

20
歳
に
な
っ
た
ら
必
ず
国
民
年
金
に
加
入
し

ま
し
ょ
う

　
日
本
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
人

は
、
全
員
が
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
学
生
も
、
20
歳
に
な
れ
ば
国

民
年
金
に
加
入
し
ま
す
。
20
歳
の
誕
生
日
か

ら
概
ね
２
週
間
以
内
に
、
日
本
年
金
機
構
か

ら
国
民
年
金
加
入
の
お
知
ら
せ
や
納
付
書
が

送
付
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
年
金
手
帳
は
別
途

送
付
さ
れ
ま
す
。
20
歳
の
誕
生
日
か
ら
２
週

間
を
経
過
し
て
も
お
知
ら
せ
が
届
か
な
い
場

合
は
、
年
金
事
務
所
ま
た
は
□本 

国
保
年
金

課
・
□松 

住
民
福
祉
課
で
加
入
の
手
続
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
す
で
に
就
職
し
て
厚
生
年
金
や

共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
人
は
、
第
２
号

被
保
険
者
と
し
て
国
民
年
金
に
も
加
入
し
て

い
ま
す
の
で
、
納
付
書
な
ど
は
送
付
さ
れ
ま

せ
ん
。

　
ま
た
、
収
入
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に

は
、
申
請
し
て
承
認
を
受
け
る
こ
と
に
よ

り
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
ま
た
は
猶
予
さ

れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
学
生
に
つ
い
て
は

学
生
期
間
中
の
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

る
『
学
生
納
付
特
例
制
度
』
、
学
生
以
外
の

人
に
つ
い
て
は
保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ

る
『
免
除
制
度
』
や
、
猶
予
さ
れ
る
『
納
付

猶
予
制
度
』
で
す
。
こ
の
免
除
な
ど
を
受
け

て
い
る
期
間
中
は
万
が
一
の
事
故
な
ど
で
障

害
を
負
い
、
障
害
年
金
を
申
請
す
る
場
合
に

も
、
そ
の
期
間
に
お
け
る
納
付
要
件
を
満
た

す
こ
と
が
で
き
ま
す（
一
部
免
除
の
場
合
に

は
残
り
の
保
険
料
を
納
め
な
い
と
未
納
と
同

じ
扱
い
に
な
り
、
障
害
年
金
が
受
け
ら
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

　
な
お
、
免
除
な
ど
を
受
け
た
人
が
満
額
の

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
10
年

以
内
に
保
険
料
を
納
め
る
こ
と（
追
納
）が
必

要
で
す
。
ま
た
、
猶
予
を
受
け
た
期
間
は
年

金
を
受
け
る
た
め
の
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ

ま
す
が
、
追
納
し
な
い
場
合
、
老
齢
基
礎
年

金
額
に
は
反
映
し
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
ら
の
制
度
を
希
望
す
る
人
は
、
年
金

事
務
所
ま
た
は
□本 

国
保
年
金
課
・
□松 

住
民
福

祉
課
で
申
請
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼

高
崎
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

（
☎
０
２
７

－

３
２
２

－

４
２
９
９
）

公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
が
送
ら
れ
ま
す

　
老
齢
を
支
給
事
由
と
す
る
年
金（
老
齢
年

金
）を
受
け
て
い
る
人
に
は
、
１
月
中
旬
か

ら
下
旬
に
か
け
て
日
本
年
金
機
構
か
ら
『
公

的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
』
が
送
ら
れ
ま

す
。
こ
の
源
泉
徴
収
票
に
は
、
昨
年
の
１
月

か
ら
12
月
ま
で
の
１
年
間
に
支
払
わ
れ
た
年

金
額
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
額
、
控
除
の
内

容
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す（
介
護
保
険
料
な

ど
が
年
金
か
ら
特
別
徴
収
さ
れ
て
い
る
場
合

の
源
泉
徴
収
税
額
は
、
支
払
わ
れ
た
年
金
額

か
ら
介
護
保
険
料
額
な
ど
を
控
除
し
た
後
の

金
額
で
計
算
さ
れ
て
い
ま
す
）。
年
金
の
ほ

か
に
収
入
が
あ
る
な
ど
の
理
由
で
確
定
申
告

を
す
る
人
は
、
申
告
手
続
き
を
す
る
際
に
こ

の
源
泉
徴
収
票
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
も
し
、
１
月
末
日
ま
で
に
源
泉
徴
収
票
が

届
か
な
い
場
合
や
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
場
合

に
は
、
年
金
証
書
と
本
人
確
認
が
で
き
る
書

類（
運
転
免
許
証
な
ど
）を
持
参
の
う
え
、
住

所
地
を
管
轄
す
る
年
金
事
務
所
で
再
発
行
の

手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。
基
礎
年
金
番
号
が

確
認
で
き
れ
ば
電
話
で
も
再
発
行
は
可
能
で

す
。

　
な
お
、
遺
族
年
金
、
障
害
年
金
に
は
税
金

が
か
か
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ
ら
の
み
を
受

給
し
て
い
る
人
に
は
源
泉
徴
収
票
は
送
ら
れ

ま
せ
ん
。

問
合
せ
▼

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

（
☎
０
５
７
０

－

０
５

－

１
１
６
５
）

※
０
５
０
で
始
ま
る
電
話
か
ら
は

（
☎
０
３

－

６
７
０
０

－

１
１
６
５
）

「
安
中
市
子
育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

の
広
告
主
を
募
集
し
ま
す

　
子
育
て
に
役
立
つ
情
報
を
掲
載
し
た
「
子

育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス

と
の
協
働
で
発
行
し
ま
す
。

　
そ
こ
で
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
掲
載
す
る
広
告

を
募
集
し
ま
す
。
詳
し
く
は
電
話
で
、
㈱
サ

イ
ネ
ッ
ク
ス
群
馬
支
店
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

※
子
育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
令
和
３
年
５

月
に
完
成
予
定
で
す
。

問
合
せ
▼

㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
群
馬
支
店

（
☎
０
２
７

－

３
５
３

－

８
３
９
１
）
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地域おこし協力隊
活動報告 Vol.32

　皆さんこんにちは。地域おこし協力隊の
椎名です。
　月日が経つのは本当に早いですね。安中
へ来て、2度目のお正月を迎えることがで
き、嬉しく思います。
　さて、試験的に始めた無肥料栽培です
が、なんとか野菜を収穫する事ができ、カ
ラフルな野菜達が食卓を賑わせてくれまし
た。さらに、それらの野菜の種とりにも挑
戦。綿々と繋がれてきた固定種の種を自ら
の手で残して行けるよう、引き続き頑張り
ます。
　この１年が実り多き年でありますように。
今年もどうぞよろしくお願いします。

　市民課
休日窓口開設日
1月17日　2月7日

午前８時30 分～正午
業務内容
○住民票の写しの交付
○戸籍謄本・抄本の発行
○印鑑証明書の発行
○その他市民課取扱各種証明書の
　発行

本

栁澤  圭一 さん
（松井田町五料）

2021年1月1日号

信田  あつ子 さん
（安中）

猿谷  一二三 さん
（松井田町新堀）

宝
く
じ
の
助
成
金
に
よ
り
消
防
団

備
品
を
整
備
し
ま
し
た

　（
一
財
）自
治
総

合
セ
ン
タ
ー
で

は
、
宝
く
じ
の
社

会
貢
献
広
報
事
業

と
し
て
、
宝
く
じ

の
受
託
事
業
収
入

を
財
源
と
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　
こ
の
事
業
で
は
、
宝
く
じ
の
普
及
広
報
を

行
う
こ
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全
な
発
展

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
助
成
を
行
っ
て
い
る

も
の
で
す
。

　
今
回
、
安
中
市
消
防
団
で
は
、
林
野
火
災

時
な
ど
の
災
害
時
に
効
果
的
な
消
火
活
動
に

つ
な
げ
る
た
め
、
こ
の
宝
く
じ
の
助
成
金
に

よ
り
背
負
い
式
消
火
水
の
う（
ジ
ェ
ッ
ト

シ
ュ
ー
タ
ー
）を
整
備
し
ま
し
た
。

問
合
せ
▼

安
中
消
防
署
防
災
係

（
☎
３
８
１

－

５
８
８
１
）

老
齢
者
の
所
得
税
法
、地
方
税
法

上
の
障
害
者
控
除
の
認
定

65
歳
以
上
の
要
介
護
認
定
者
が
対

象１月
28
日（
木
）か
ら
発
行

　
市
で
は
、
令
和
２
年
分
所
得
税
確
定
申
告

の
「
所
得
税
法
、
地
方
税
法
上
の
障
害
者
控

除
」
を
受
け
る
人
を
対
象
に
、
申
請
に
基
づ

き
障
害
者
控
除
対
象
認
定
書
の
交
付
を
し
ま

す
。

対
象
者
▼

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
な

い・
65
歳
以
上（
令
和
２
年
12
月
31
日
現
在
）で

要
介
護
１
〜
５
の
認
定
を
受
け
て
い
る

こ
と
が
条
件
で
、
な
お
か
つ
「
障
害
者
高
齢

者
の
日
常
生
活
自
立
度
判
定
基
準
」
お
よ
び

「
認
知
症
高
齢
者
の
日
常
生
活
自
立
度
判
定

基
準
」
に
基
づ
き
審
査
し
ま
す
。

申
請
方
法
▼

　
あ
ら
か
じ
め
、
要
介
護
認
定
者
の
同
意
を

得
た
う
え
で
、
□本 

介
護
高
齢
課
ま
た
は
、
□松 

住
民
福
祉
課
の
窓
口
で
申
請

書
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
詳

し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼

□本 

介
護
高
齢
課
介
護
認
定
係

（
☎
内
線
１
１
８
３
）

□松 

住
民
福
祉
課
健
康
介
護
係

（
☎
内
線
２
１
５
１
）

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
農
業
経
営
を
実
践
し
、
経
営
改
善
、
新
技

術
の
導
入
、
組
織
活
動
、
地
域
農
業
振
興
お

よ
び
食
の
安
全
や
環
境
保
全
に
配
慮
し
た
取

り
組
み
に
お
い
て
成
果
を
あ
げ
て
い
る
青
年

農
業
者
と
し
て
、
磯
部
で
和
牛
の
飼
育
を

行
っ
て
い
る
須
貝
美
穂
さ
ん
が
群
馬
県
優
良

青
年
農
業
者
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
今

後
の
更
な
る
ご
活
躍
に
期
待
し
ま
す
。

第
５
回
安
中
総
合
学
園
ダ
ン
ス
部

A
N
g
e
n
e
s

自
主
公
演「
絆（
ツ
ナ
グ
）」

日
時
▼
２
月
７
日（
日
）

午
前
の
部
　
開
場
　
午
前
９
時
30
分

　
　
　
　
　
開
演
　
午
前
10
時

午
後
の
部
　
開
場
　
午
後
１
時
30
分

　
　
　
　
　
開
演
　
午
後
２
時

夜
の
部
　
　
開
場
　
午
後
５
時
30
分

　
　
　
　
　
開
演
　
午
後
６
時

チ
ケ
ッ
ト
▼
一
般
１
，
０
０
０
円
、
学
生
５

０
０
円

販
売
場
所
▼
安
中
総
合
学
園
高
校
受
付

※
チ
ケ
ッ
ト
は
締
め
切
り
人
数
に
達
し
次

第
、
受
付
終
了
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

場
所
▼
安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー（
〒
３
７
９

－

０
１
１
６
　
安
中
市
安
中
３

－

９

－

63
）

※
当
日
は
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し
ま

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に

よ
り
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
▼

安
中
総
合
学
園
ダ
ン
ス
部

（
☎
０
２
７

－

３
８
１

－

０
２
２
７
）

須貝　美穂　さん※次回は令和3年4月1日号となります


